
                                                                                     

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜近畿中学校総合体育大会＞ 

女子共通円盤投 第３位 岩瀬 循子 ３２ｍ１２ 

【女子ソフトテニス部】 尼崎市市長旗杯 団体第３位 

【男子ソフトテニス部】 １年生大会優勝 

               山鼻 惺羅 ・ 實重 公惺 

【剣道部】 尼崎青少年剣道錬成大会 女子団体優勝 

女子個人 優勝 濵田 光乃  ・準優勝 佐藤 湖牧 

男子個人 第３位 山田 哲平 

【吹奏楽部】 兵庫県吹奏楽コンクール東阪神大会  

中学校A部門 銀賞 ・ 奨励賞受賞 

【陸上部】 兵庫県中学校総合体育大会 

女子共通砲丸投 第３位 岩瀬 循子 １２ｍ５８          

女子共通円盤投 第２位 岩瀬 循子 ３２ｍ３２   

（近畿大会出場）             （全国大会出場） 

女子共通円盤投  岩瀬 循子     共通女子砲丸投 岩瀬 循子 

女子共通四種競技 吉村  心      共通女子100ｍH 吉村  心 

 

       正答率については、左下表のとおりです。３教科とも全国平均より高 

い結果となっています。主な質問紙のまとめについては次のとおりです。 

・88％の人が「自分には良いところがある」と回答し、また、83％の人が 「先生は 

自分の良いところを認めてくれている」 と回答しています。 

・96％の人が「人の役に立つ人間になりたい」、また、95％の人が 「ものごとを最

後までやり遂げて、嬉しかったことがある」 と回答しています。 

今後、尼崎市全体のまとめも出されると思いますが、発表されたら紹介します。 

 

学校だより №５ 

校長室の窓から 
令和元年９月 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 校 訓 ＞ 

いのちを大切にしよう 

きまりを守ろう 

進んでことにあたろう 

相手の立場に立って考えよう 

全国学力・学習状況調査結果 

以前にお話ししたことがありますが、「学び」 には３つの方法があるのではないかということを聞いたことがあ 

ります。①「人から学ぶ」 先生、友達、先輩、親、地域の人など、人には、いろいろな人があると思います。「ああ

そうか、こういうふうにするのか」 また「人をみて、これはやってはいけない」 と学ぶこともあると思います。後輩 

が先輩の姿を見て気づくこともあると思います。②「体験から学ぶ」 実際に経験して学び、身につけていくという 

ことです。１１月に実施する２年生のトライや・ウイークがまさにそれだと思います。学んだことを学校生活や家庭

生活に生かしていってほしいと思います。③「本から学ぶ」本を読んで、昔の人の言葉や行動から、また、その人 

の考え方から学んだり気づいたりするということだと思います。 

でも、同じように 「人」「体験」「本」に触れても、その人がどのような気持・意識を持ってその場にいるか、また、

学ぼうとする意識を持っているのかどうかでずいぶんと結果が変わってくるのではないでしょうか。 しっかりと意

識できているかどうかで、自分の「力」や「学び」となって身につくのか、ただ、その時間を過ごしただけになるの

か、大きく違ってくると思います。 ちょっと慣れが出てきていい加減になってきていることはないですか、時間を

守っていますか、あいさつがしっかりとできていますか、落ち着いて学校生活を送っていますか、わかっていな

がら「まあ、いいか・・・。」と、ついつい駄目な方向に流れてしまっている自分はないでしょうか？今一度、自分自 

 

身を振り返ってみてください。そして、気づいたらすぐに改めていってください。今、自分がやるべきことは何

なのか、しっかりと考えて行動していってください。特別なことをしなさいというのではない、当たり前のことを 

当たり前にするだけです。 
下表で４月に実施された全国学力・学習状況調査質問紙結果を紹介していますが、「読書」 についての結

果を少し紹介します。 

「１日にどれぐらいの時間、読書をしますか」 という質問では、75.5％ （兵庫県54.9・全国49.6％） の人が

「10分より少ない」と回答し、その内59.0％の人が「全くしない」と回答しています。また、「新聞を読んでいま 

すか」 という質問でも同じような結果がでています。 部活の練習、学習塾、他の習い事など、やることがいっ 

ぱいで、なかなか読書に親しむ時間が確保しにくい状況があるのかもしれません。でも、「学び」 の方法の１

つでもあります、まずは、「１日10分」 読書や新聞を読む時間を確保してみませんか。 

＜学校の図書館＞ 

本校の図書館は、本当にきれいに整理されています。 一般の図書館にはかなわないかもしれませんが、 

本当に多くの図書ボランティアの方が、武庫東中の生徒のために、色々な工夫をこらして、環境整備や蔵書管

理に尽力してくれています。 

 

 

 

  

 

 

 学びの方法   ～ 「人」「体験」「本」から学ぶ ～ 


